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多人数・マルチモーダルインタラクション研究

のためのプラットフォーム構築 
 

坊農真弓†  角康之††  高梨克也††† 
岡田将吾†††† 菊地浩平†  東山英治†/* 

 
本研究発表では，多人数・マルチモーダル研究に対する我々のアプローチを紹介
する．具体的には，日常的インタラクションデータの収録は「技術」「理論」「フ
ィールド」の 3 つの側面を検討することが重要であることを指摘し，多人数・マ
ルチモーダルインタラクション研究のためのプラットフォーム構築に向けた 5～
6 時間程度の公開可能なサンプルデータ収録の詳細を報告する．

 

Establishing a Platform for Analysis of 
Multiparty and Multimodal Interaction  

 

Mayumi Bono†  Yasuyuki Sumi††  Katsuya Takanashi††† 
Shogo Okada††††  Kouhei Kikuchi† and Eiji Toyama†/* 

 
In this presentation, we introduce our approach toward multiparty and multimodal 
interaction studies. In particular, we point out the importance that we focus on three 
aspects, ‘technology’, ‘theory’ and ‘real field’, to collect naturally occurring interaction 
data, and report the details of collecting 5-6 hours sample data for establishing a platform 
for analysis of multiparty and multimodal interaction.  

 

1. はじめに  

我々の日常は，家庭内や友人間といったプライベートなインタラクションのみなら

ず，老人医療施設や福祉施設といった医療福祉現場，カウンセリングや特別支援学級

といった学校教育現場などの様々な機関が関わるインタラクションによって支えられ

ている．少子高齢化に対する打開策や身体障害者の社会参画支援等は，多くの分野に

とって緊急に対応すべき課題であり，実際にどのような解決すべき問題が存在してい

るのかは，日常的インタラクションデータの収録とその分析から詳らかにされていく

べきである．つまり，情報機器に取り囲まれた我々の日常生活の現状やニーズに即し

たインタフェースデザインを議論するためには，実際のインタラクションデータの収

録とその分析が必要不可欠であると考えられる．  
本研究プロジェクト[a]の目標は，日常的インタラクションデータを収録する際の個

人情報の保護や将来的なデータ共有に向けた手続きといった諸問題を検討するための

研究プラットフォームを構築することである． 
近年，情報学を始めとした人と人とのコミュニケーションの理解に感心のある分野

では，人の日常生活における様々なやり取りの情報を画像データや音声データといっ

た形式で集積してアノテーションを付与し，その中から知識伝達の手法を探し出すと

いったプロジェクトが開始されつつある．しかしながら，そういったプロジェクトの

多くは，人々の生き生きとしたやり取りを収録するために，常に個人情報の保護やプ

ライバシーの侵害の問題を回避するための工夫をデータ収録デザインに施す必要があ

り，そうした作業に多くの時間が割かれてきた．こういった背景は，データ収録を主

とした様々な研究プロジェクトに対し，研究成果発表を遅らせ，またインタラクショ

ンデータの豊かさや多様性を削がせる結果を導く可能性がある．またこれまで日常的

インタラクションデータの収録を中心課題としてこなかったメディア処理技術(例：デ

ータマイニング，ユビキタスコンピューティング)に関する研究者もここ 10 年，デー

タ収録を重視するようになっており，個人情報の保護やプライバシーの侵害の回避に

ついて議論が重ねられている．データ収録における個人情報の保護とプライバシーの 
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4. おわりに 

本研究発表では，これまで個々のプロジェクトが独自の手法で回避してきた個人情

報に関する問題に対する統一的手法を確保し，日常的なインタラクションデータを収

録・集積するためのモデルケースとなる手法を提示するといった本研究プロジェクト

のアプローチを述べた．また，5～6 時間程度の公開可能なサンプルデータの収録およ

び多人数・マルチモーダルコーパス作成の詳細を記述した．今後は，これらの情報を

広く公開することで日常的インタラクションデータ収録・集積のためのガイドライン

を整備していく予定である．これまでの活動及び今後の研究の進捗はホームページな

どを通して随時公開していく予定である[13]． 
 
謝辞 本研究プロジェクトを進めるためにご協力頂いた皆様に，謹んで感謝の意を

表する． 

参考文献 

1)   Yasuyuki Sumi, Masaharu Yano, and Toyoaki Nishida.: Analysis environment of conversational 
structure with nonverbal multimodal data, The Twelfth International Conference on Multimodal 
Interfaces and the Seventh Workshop on Machine Learning for Multimodal Interaction (ICMI-MLMI 
2010), Beijing, China (2010). 
2)   坊農真弓, 高梨克也共編／人工知能学会編:知の科学 多人数インタラクションの分析手法, 
オーム社 (2009). 
3)   中田 篤志, 角 康之, 西田 豊明：非言語行動の出現パターンによる会話構造抽出, 電子情報

通信学会論文誌, Vol.J94-D, No.1, pp.113-123 (2011). 
4)  McNeill, David.: Hand and Mind. University of Chicago Press, Chicago (1992). 
5)  Kendon, Adam.: Gesture: Visible action as utterance. Cambridge University Press, Cambridge, U.K. 
(2004). 
6)  McNeill, David.: Gesture and Thought. Chicago: The University of Chicago Press, Chicago (2005). 
7)  井上卓，角康之，高梨克也: 状況説明会話における説明者間の発話とジェスチャの引き取り, 
インタラクション 2011 (2011). 
8)  ELAN http://www.lat-mpi.eu/tools/elan/ 
9)  iCorpusStudio http://www.ii.ist.i.kyoto-u.ac.jp/iCorpusStudio/index.html 
10) 榎本美香, 石崎雅人, 小磯花絵, 伝康晴, 水上悦雄, 矢野 博之.: 相互行為分析のための単位

に関する検討, 人工知能学会研究会資料, SIG-SLUD-A402, pp.45-50 . (2004). 
11) 細馬宏通.: 非言語コミュニケーションのための分析単位 —ジェスチャー単位—, 人工知能

学会誌, Vol.23, pp.390-396 (2008). 
12) 坊農真弓.: 日本語会話における言語・非言語表現の動的構造に関する研究, ひつじ書房 
(2008). 
13) Bono lab. http://research.nii.ac.jp/~bono/ 

付録 
(1) H17-H22 年度，情報爆発時代に向けた新しい IT 基盤技術の研究，文部科学省科学研究費補助金特定領域

研究，【計画研究】A03-00-02「実世界インタラクションの分析・支援・コンテンツ化」(角，研究分担者)

＜技術＞ 

(2) H22-H23 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)，「参加者間のインタラクションに注目したミー

ティングの構造解析と支援」(角，研究代表者)＜技術＞ 

(3) H21-H23 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C)，「対話に潜むパターンを探り当てる手法の開発:

動的類似尺度を用いるアプローチ」(井上，研究代表者)＜技術＞ 

(4) H22-H23 年度，文部科学省科学研究費補助金若手研究(B)，「インタラクションマイニングによる対話コン

テキスト依存型ジェスチャ認識モデルの構築」((岡田，研究代表者)＜技術＞ 

(5) H20-H22 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)，「対話における発話単位とその機能の認定に関

する研究」(伝，研究代表者)＜理論＞ 

(6) H23-H25 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)，「発話単位アノテーションに基づく対話の認

知・伝達融合モデルの構築」(伝，研究代表者)＜理論＞ 

(7) H21-H23 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C)，「日本語と日本手話の「発話」に含まれる統合

的関係と連鎖的関係のマルチモーダル分析」(高梨，研究代表者)＜理論＞ 

(8) H20-H22 年度，文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究(研究課題提案型)，「逸脱を吸収する社会実

現に向けたコミュニケーションギャップ生成―解消機構の解明」(榎本，研究代表者)＜フィールド＞ 

(9) H23-H25 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)，「精神医療現場における多相的コミュニケーシ

ョンの共創支援～開かれた関係構築に向けて」(榎本，研究代表者)＜フィールド＞ 

(10) H21-H23 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C)，「介護施設において高齢者・介護職員間で交わ

される身体動作を用いた空間表現の研究」(細馬，研究代表者)＜フィールド＞ 

(11) H21-25 年度，科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業(JST さきがけ)，「インタラクション理解に基づ

く調和的情報保障環境の構築」(坊農，研究代表者)＜フィールド＞ 

(12) H22-H23 年度，文部科学省科学研究費補助金研究活動スタート支援，「ろう者と聴者を含む多人数手話

コミュニケーションでの参与枠組と言語・身体表現の関連」(菊地，研究代表者) ＜フィールド＞ 

(13) H23-H25 年度, 学術研究助成基金助成金若手研究(B)，「学術領域における専門用語の手話表現とデータ

ベース構築の研究」(菊地，研究代表者) ＜フィールド＞ 

(14) H21-H25 年度，科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業(JST さきがけ)，「多人数インタラクション理

解のための会話分析手法の開発」(高梨，研究代表者)＜フィールド／理論＞ 

(15) H23-H25 年度，文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)「ろう者・聴者の言語意識の改革を目指した「日

本手話話し言葉コーパス」の構築」(坊農，研究代表者)＜フィールド/理論＞

ⓒ 2011 Information Processing Society of Japan

Vol.2011-HCI-145 No.6
2011/10/14


